
令和４年度 東淀川区西部地域バリアフリーまちづくり構想部会に関するアンケート結果 

 

〇アンケートの趣旨 

平成 28年１月に「東淀川区西部地域バリアフリーまちづくり協議会」を設立し、平成 30年３月「東淀川区西部地域

バリアフリーまちづくり構想」（以下、まちづくり構想と言う）を策定。その後、地域毎のアクションプラン策定に向け取り組

んで頂いているところですが、来年度以降のまちづくり構想部会の進め方等の参考にしたいので、アンケートにご協力をお

願いします。 

 

 

 

問１ 

まちづくり構想部会の活動についてお尋ねします。 

まちづくり構想部会で議論いただいている内容について、地域での会合等の場で活動報告していただいています

か。あてはまるものを次の中から選択してください。 

①毎回報告している ３ 

②SNSで周知している ０ 

③たまに報告している ２ 

④役員にのみ報告している ３ 

⑤報告していない 

【理由：】 

・現在、各地域の活動報告の場となっているので報告していない。 

・機会がないため 

・地活協の会合で報告する機会がない（他の部会員より、地活協会長には報告されている） 

３ 

問２ 

まちプランの進め方についてお尋ねします。 

次年度からはアクションプランと地域別保健福祉計画を包括したまちプランの策定に向け、各地域でワークショップ

等を進めていきたいと考えております。まちプランの策定につきまして、疑問点や懸念点、提案のご意見等がありまし

たらお聞かせください。 

【意見等】 

・今後の地域の事などを計画していくのであれば 地域の役員の方以外の意見も取り入れて進めていけたら良い

と思います。 

・特になし 

・情けない話ではありますが、まちプランとはどんなものかを先に決めてしまう方が良いような気がしてきました。例え

ば A4用紙 8ページもので、1 ページ目は表紙、2 ページ目にまちの歴史・特徴、3ページ目に地域別保健

福祉計画のまとめ、4ページ目にアクションプラン、みたいな。ここに何を書くから、この部分を穴埋めして欲し

い、みたいな進め方をしてほしいです。 

・地活協ができて 10年が経過し、各事業の見直しが必要と考えています。なので、各部会に分かれてワークショ

ップを行い 地域の方の意見を基に進めていきます。その際に、未来も見据えて計画を立てたいと思っています

（地活役員会で提案中）。 それが、まちプランにも値すると考えていますが、そのようなことでよろしいです

か？ 

・地域において、策定に至る議論の端緒が見えない。要は、何から手を付けていいか、どこから手を付けていいか

わからない状態。 

資料―１ 



 

 

 

問３ 

まちプラン策定に関してお尋ねします。（複数回答可） 

今後、まちプラン策定に際し必要と感じていることについて、あてはまるものを、次の中から選択してください。 

①地域活動協議会の協力 ８ 

②地域振興会の協力 ８ 

③行政（区役所）の積極的な関与 ９ 

④専門家による支援 ７ 

⑤その他（具体的に：） 

・各地域での具体的なプラン作成に向けて、地域ごとに部会長と事務局との打ち合わせ会議が必要

ですね 

・他地域の協力。まちプランの先行事例。とりあえず、出来た地域の内容を積極的に説明・紹介して

頂きたい。 

２ 

問４ 

事務局に関してお尋ねします。 

今後、まちプラン策定に際し、計画の策定に関る作業（計画素案の作成など）を事務局がより積極的に行うべき

でしょうか。また、事務局にはこのような役割りをして欲しいという要望がありましたら記述をお願いします。 

①より積極的に行うべきである ４ 

②ワークシートの提案等、現状のレベルが良い ５ 

③行うべきではない（地域のペースに任せて欲しい） ２ 

【具体的な内容】 

・客観的な視野から意見を言ってもらいたいです。 

・作業段階で相談して決めたい 

・さぁみんなで考えよう、が、できない。私自身もこの数年間、会議で頂いた情報を地域に共有するだけの役割に

なっていて、コーディネートを助けて欲しい。 

・地域でのワークショップ等の進め方のアドバイス程度でお願いしたい。 

・現時点では、こちらがお願いした時に関わっていただきたいと思います。 

・困ったときの窓口として、こちらを向いていてくださればありがたい。 

問５ 

「東淀川区西部地域バリアフリーまちづくり協議会（部会含む）」についてお尋ねします。 

まちづくり協議会（部会含む）の有効性（必要性）について、あてはまるものを、次の中から選択してください。ま

た、その理由について記述をお願いします。 

①とても有効（必要）であると思う ３ 

②まあ有効（必要）であると思う ２ 

③どちらともいえない ５ 

④あまり有効（必要）とは思わない ０ 

⑤有効（必要）とは思わない １ 



 

 

【理由】 

・住んで良かった、住み続けたい東淀川区になるように。 

・各々の地域性があるので他地域の話を聞き参考にはなるが自分の地域に当てはまることが少ないので 

・まちづくりを進めるために地域・行政・専門家などの連携が必要 

・課題認識や情報交換など問題意識を高めたり、共有したりすること。さらに今後、地域にフィールドバックしていく

仕組みをつくっていくことが大切ですね 

・コロナ前までは、より現場で実践的な人達からの意見を集めるという、部会員の集め方は良かったと思う。ただ、こ

のメンバーが固定してしまっている事は良くないし、数年もすれば現場も変わるし、何よりコロナによって現場感が

薄れてしまった。今最も有効なのは、再度、各地域の代表者（地活の会長）が責任を持って、どのようなメンバ

ーでまちプランを作って行くのか選び直し、地活協の会長は部会員としても出席するのが良い 

・自分たちのまちのみのことで精いっぱいなので広域な町作りをアナウンスしてグランドデザインを皆で考える一助にな

ると思われる。 

・地域ごとで行えれば良いから 

・阪急高架に伴う、下新庄駅周辺の環境変化に対応する為の、有益な情報を交換出来る。 

・まちづくりの創造 理解しているつもりですが、なかなか方向性が見えにくいです。 

・大きく分けて 2点。ひとつは、自分の状況が変化していることから、協議会設置当初ほどの熱意をもてなくなってし

まっていること。もうひとつは、この協議会があたかも政治（選挙）の道具として利用されているのではないか、と

いう懸念を持っていること。 

・過去、何回も開催されているが結局、何も決まっていない。事務局をはじめ、理事の皆さんが平日の貴重な時間

を割いて集まり本当にこれで良いのだろうか？前々から伝えている様に、この部会のゴールは何なのか？単にふ

わっとした感じで数ヶ月に一度集まって、その為に区役所担当は資料等を毎回作って頂いている。無駄な部分

は無くす為に開催数を減らしても良いと思う 

問６ 

令和５年度の部会の進め方についてお尋ねします。 

情報提供と地域活動の報告や久先生のアドバイスを中心にすすめてきましたが、次年度以降の進め方についてご

意見をお聞かせください。 

【自由意見】 

・他地域の意見報告、久先生の的確なアドバイスはとても参考になります。が地域に住み続けると良い所も悪い所

も見えなくなってしまう所があるように思います。なので他地域の方から見た地域の率直な意見やアドバイスも聞

いてみたいようにも思います。 

・口頭でお伝えできるよう準備しておきます 

・①部会メンバーの再編成は必須かと思います。②久先生は非常に良いと思うのですが、できればもうおひとり、ゲ

ストスピーカーがおられると良いのでは？できれば、デザイナーというか、特にまちプランがビジュアルで見えるように

なると判りやすいと思うので。例えばシカトキノコのふじたつきとさんとか。 

・現状のままで、お願いします。 

・○久先生のアドバイスは的確で勉強になります。○毎回地域活動の報告では進まないと思います。なので、もや

もやしています。 

・現状でよいと考えている。 

・地域の報告会ではなく、検討しないといけない事、問題点、解決方法を話し合うべきとおもう 



 

 

問７ 

まちづくりの将来像についてお尋ねします。（複数回答可） 

東淀川区役所は「住んで良かった、住み続けたい東淀川区」の実現を目指しており、アクションプランと地域別保

健福祉計画は重なる部分が多いので、両方を包含した地域の計画（まちプラン）の検討を提案しています。 

あなたはどんな街にしていきたいと考えていますか。次の中から重要だと思うものを選択してください。 

また、その具体化には何が必要だと考えますか 

①自助・共助を担う地域力と、にぎわいのある元気なまち １０ 

②こども・青少年の健全育成に地域が一体となって取り組んでいるまち ９ 

③福祉と健康にみんなで取り組むまち ７ 

④安全・安心のまち ８ 

⑤区民の役に立つ区役所があるまち ５ 

【自由意見】 

・子育てのしやすいまちは 自ずから上記が行われていくのではないかと思います。 

・地域が閑散としているから 

・全て重要だと思います 

・地域にやる気と元気があれば、そこから先の取り組みは教育福祉防犯防災何でもできると思うのですが、今、とに

かくやる気が無いから、何がしたいとかの前に、まず、元気がいる、という思いから。 

・新庄は保健福祉計画を新庄社協主体で行った経緯があるので新庄社協の出方次第で変わってくる。 

・良い街がいいから 

・上記の項目は、出来れば全て達成したい。誰も大事だと思うし、各項目がそれぞれ関連ご出てくると思います 

・全てのことを意識してプランするべきだと考えています。 

・自分の興味関心があるポイントで、かつ現在のまちづくりに欠かせない視点であるから。 

・必要なもの→区に携わる全員(区民をはじめ、勤務者、職員)の熱い情熱が有れば良い街になると思います 


